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は
じ
め
に

　

建
設
業
で
全
国
的
な
人
材
不
足
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
一
方
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

な
ど
に
向
け
、
建
設
需
要
の
拡
大
が
見
込
ま

れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
な
か
、
本
稿
は
、
現

場
の
過
不
足
状
況
、
需
給
見
通
し
、賃
金
の

状
況
、人
材
確
保
・
育
成
策
な
ど
に
つ
い
て
、

建
設
事
業
主
団
体
、専
門
工
事
業
団
体
、労
働

組
合
、
認
定
職
業
訓
練
校
等
に
行
っ
た
ヒ
ア

リ
ン
グ
調
査
の
結
果
を
中
心
に
取
り
上
げ
る
。

　

ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
の
実
施
対
象
は
、
建
設

業
事
業
主
団
体
（
一
団
体
）、
専
門
工
事
業

団
体
（
管
工
事
、
鳶
、
型
枠
、
鉄
筋
の
四
団

体
）、
総
合
建
設
業
社
（
一
社
）、
職
業
訓
練

機
関
（
公
共
職
業
訓
練
校
一
校
、
認
定
職
業

訓
練
校
二
校
）、産
業
別
労
働
組
合（
一
組
織
）

で
、
そ
の
詳
細
は
資
料
シ
リ
ー
ズ
№
149
「
建

設
労
働
者
に
関
す
る
分
析
―
建
設
事
業
主
団

体
等
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
中
心
に
」
を

ご
参
照
い
た
だ
き
た
い（
１
）。

　

同
報
告
書
で
は
、
こ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

か
ら
得
ら
れ
た
結
果
を
も
と
に
常
用
雇
用
者

二
〇
人
以
下
の
小
規
模
企
業
の
割
合
が
圧
倒

的
に
高
い
建
設
業
に
お
け
る
人
材
確
保
お
よ

び
育
成
に
関
す
る
課
題
を
と
り
ま
と
め
て
い

る
。

１
．
人
手
不
足�

�

―
―
そ
の
背
景
と
影
響

　

建
設
業
は
関
連
業
種
を
含
め
る

と
国
内
の
就
業
者
の
約
一
割
が
従

事
す
る
主
要
産
業
の
ひ
と
つ
で
あ

る
。
し
か
し
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の

一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
は
、
公

共
工
事
や
民
間
の
建
設
投
資
が
大

幅
に
減
少
す
る
な
か
、
建
設
業
許

可
業
者
数
、
建
設
業
就
業
者
数
と

も
年
を
追
う
ご
と
に
減
少
傾
向
が

加
速
し
て
き
た
。
さ
ら
に
、
リ
ー

マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
を
経
て
、
廃
業

す
る
業
者
や
離
職
者
の
数
も
一
段

と
増
加
す
る
。
建
設
投
資
額
は

ピ
ー
ク
時
の
約
半
分
ま
で
下
落
し
、

受
注
競
争
が
激
化
し
た
結
果
、
利

益
率
が
下
が
り
、
建
設
労
働
者
の

さ
ら
な
る
減
少
を
招
い
た
（
図
表

１
）。

　

し
か
し
、
こ
こ
数
年
、
足
元
の

景
気
回
復
に
伴
う
建
設
工
事
の
増

加
や
い
わ
ゆ
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に

よ
る
公
共
事
業
の
積
み
増
し
、
さ

ら
に
東
日
本
大
震
災
後
の
復
興
需

要
の
増
大
か
ら
、
建
設
関
連
の
職

業
で
は
有
効
求
人
倍
率
が
大
き
く

上
昇
す
る
な
ど
人
手
不
足
感
が
急

速
に
強
ま
っ
て
い
る
。
な
か
で
も

型
枠
工
と
鉄
筋
工
と
い
っ
た
建
設
躯
体
工
事

関
連
の
人
手
不
足
が
顕
著
と
な
っ
て
い
る

（
図
表
２
）。

　

そ
の
結
果
、
公
共
工
事
の
入
札
不
調
率
の

上
昇
、
民
間
設
備
投
資
の
進
捗
の
遅
れ
や
規

模
縮
小
と
い
っ
た
影
響
も
現
れ
始
め
て
い
る
。

こ
の
人
手
不
足
の
背
景
と
し
て
は
、
バ
ブ
ル

崩
壊
以
降
の
業
者
・
就
業
者
数
の
大
幅
な
減

少
に
よ
っ
て
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
大
き
く
崩
れ

た
こ
と
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
需
要
拡
大
に
よ
る
人
手
不
足
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
現
場
は
な
か
な
か
採
用
に

建
設
業
に
お
け
る
人
材
の
確
保
及
び
育
成

　
　
―
―
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
か
ら
み
た
課
題

調
査
・
解
析
部

資料出所：総務省「労働力調査」
注：その他の数はグラフ上に示されないため、就業者数の合計とグラフ上の数の合計は一致しない。

資料出所：厚生労働省「職業安定業務統計」
＊職業分類の改訂に伴い、2012 年度計までは旧「職業分類」、2013 年 4月からは現行「職業分類」の集計値。

図表１　建設業就業者数の推移（1989 年～ 2014 年）

図表２　職業別有効求人倍率（2000 年度～ 2014 年 12 月）
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踏
み
切
れ
な
い
実
情
が
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
か

ら
浮
か
び
上
が
っ
て
い
る
。

　

一
つ
の
大
き
な
理
由
は
、
震
災
か
ら
の
復

興
、
東
京
五
輪
、
防
災･

減
災
に
向
け
た
国

土
強
靭
化
と
国
家
的
事
業
が
控
え
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
う
し
た
事
業
が
一
巡
す

る
と
建
設
市
場
が
再
び
縮
小
す
る
の
で
は
な

い
か
と
懸
念
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
先
行

き
の
見
通
し
に
確
信
が
持
て
な
い
な
か
、
現

状
の
体
制
で
足
元
の
人
手
不
足
を
な
ん
と
か

乗
り
切
ろ
う
と
し
て
い
る
実
情
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。

　

現
場
の
人
手
不
足
対
策
と
し
て
、
離
職
し

た
経
験
者
な
ど
に
声
を
か
け
て
も
、
一
旦
、

離
職
し
た
職
人
は
ほ
と
ん
ど
戻
っ
て
こ
な
い

と
い
う
実
態
も
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
か
ら
明
ら

か
に
な
っ
た
。
足
元
で
人
手
不
足
に
よ
る
賃

金
の
上
昇
が
み
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

離
職
者
は
、
先
行
き
の
見
通
し
が
立
た
ず
、

将
来
不
安
が
拭
い
き
れ
な
い
た
め
、
建
設
業

に
は
戻
ら
な
い
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
だ
と
い

う
。

　

一
方
、
建
設
関
係
の
有
効
求
人
倍
率
が
他

の
産
業
に
比
べ
て
、
極
め
て
高
い
水
準
に
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

建
設
業
へ
の
新
規
の

入
職
は
進
ん
で
い
な

い
。
こ
の
た
め
、「
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
需
要
増

を
契
機
に
、
若
者
を

育
て
る
チ
ャ
ン
ス
に

し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
」（
産
業
別
労
働
組

合
）、「
国
内
に
目
を

向
け
る
と
、
若
い
の

に
仕
事
を
し
て
い
な

い
人
も
い
る
。
人
手

不
足
は
国
内
の
人
材

で
対
応
す
る
ほ
う
が

い
い
」（
専
門
工
事
業

団
体
）
な
ど
、
若
者

の
入
職
促
進
や
活
用

が
重
要
で
あ
る
と
の

意
見
が
目
立
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
建
設
労

働
者
の
三
割
強
が
五

五
歳
以
上
で
六
〇
歳

以
上
の
高
齢
層
も
多

く
、
今
後
こ
う
し
た

層
の
大
量
退
職
が
始

ま
る
（
図
表
３
）。

こ
の
た
め
当
面
、
足

元
の
需
要
増
に
対
し

て
は
外
国
人
技
能
実

習
生
の
力
を
借
り
つ
つ
も
、
同
時
に
国
内
人

材
の
確
保
に
も
力
を
注
ぎ
、
将
来
起
こ
り
う

る
大
規
模
災
害
の
復
旧
対
策
な
ど
も
視
野
に
、

国
内
人
材
の
地
道
な
確
保
・
育
成
が
ま
ず
優

先
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
い
え
る
。

２
．�

賃
金�

―
―
男
性
で
平
均
を
二
五
％
下
回
る

　

厚
生
労
働
省
の
「
賃
金
構
造
基
本
統
計
調

査
」
か
ら
、
建
設
業
の
賃
金
水
準
（
二
〇
一

三
年
）
を
み
る
と
、
建
設
業
男
性
生
産
労
働

者
は
約
三
九
五
万
円
で
、
全
産
業
男
性
労
働

者
（
約
五
二
四
万
円
）
を
約
一
二
九
万
円
（
約

二
五
％
）、
製
造
業
男
性
生
産
労
働
者
（
約

四
四
五
万
円
）
を
約
五
〇
万
円
（
約
一
二
％
）、

そ
れ
ぞ
れ
下
回
る
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い
る

（
図
表
４
）。

　

建
設
業
で
は
、
昔
な
が
ら
の
日
給
月
給
制

で
働
く
職
人
が
多
く
、
毎
月
の
手
取
り
額
は

天
候
な
ど
に
も
左
右
さ
れ
る
。
一
般
的
な
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
と
異
な
り
、
能
力
の
伸
長
や
勤

続
と
と
も
に
昇
給
す
る
賃
金
制
度
を
確
立
し

て
い
る
ケ
ー
ス
は
極
め
て
限
ら
れ
て
い
る
こ

と
も
影
響
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

　

産
業
別
労
働
組
合
は
、「
年
収
レ
ベ
ル
で
は

三
〇
〇
万
円
か
ら
四
〇
〇
万
円
が
中
心
と
な

る
。
月
間
の
稼
働
日
数
か
ら
す
る
と
月
収
二

五
万
円
程
度
と
な
り
、
家
庭
を
持
つ
に
は
厳

し
い
水
準
。
二
〇
代
の
若
手
か
ら
は
、
生
活

に
対
す
る
不
安
の
声
も
多
い
」
と
指
摘
す
る
。

　

低
賃
金
の
背
景
の
ひ
と
つ
に
、
重
層
下
請

構
造
の
問
題
が
あ
る
。「
建
設
業
は
大
手
ゼ

ネ
コ
ン
を
頂
点
に
、
一
〇
次
に
も
及
ぶ
下
請

構
造
が
存
在
す
る
」（
建
設
事
業
主
団
体
）
と

も
い
わ
れ
る
。
総
合
建
設
業
社
も
、「
建
設
業

は
重
層
下
請
構
造
の
た
め
、
ど
う
し
て
も
中

抜
き
が
多
く
な
る
。
足
元
の
人
手
不
足
も
あ

り
現
在
、
ゼ
ネ
コ
ン
の
契
約
単
価
は
一
日
三

資料出所：総務省「労働力調査」

資料出所：厚生労働省「賃金構造基本統計調査」

図表３　建設業就業者の年齢構成の推移

図表４　年間賃金総支給額の産業別・年代別推移
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万
円
か
ら
四
万
円
で
下
請
に
出
し
て
い
る
が
、

実
際
の
末
端
作
業
員
に
は
一
万
円
前
後
し
か

支
払
わ
れ
て
い
な
い
だ
ろ
う
」
と
証
言
す
る
。

こ
う
し
た
実
態
を
踏
ま
え
、
日
本
建
設
業
連

合
会
（
日
建
連
）
は
重
層
下
請
構
造
改
善
策

と
し
て
、「
二
〇
一
八
年
度
ま
で
に
可
能
な
分

野
で
原
則
二
次
以
内
を
め
ざ
す
」
と
の
提
言

を
ま
と
め
て
い
る（
２
）。
海
外
に
目
を
向
け

る
と
、
同
様
に
重
層
下
請
構
造
の
問
題
を
抱

え
る
韓
国
で
は
、
専
門
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
を

設
立
し
、
見
直
し
を
進
め
て
い
る
と
い
う

（
３
）。

　

一
方
、
近
年
で
は
、
公
共
工
事
設
計
労
務

単
価
が
三
度
に
わ
た
っ
て
引
き
上
げ
ら
れ
た

が
（
二
〇
一
三
年
四
月
・
一
五
・
一
％
、
一

四
年
二
月
・
七
・
一
％
、
一
五
年
二
月
・
四
・

二
％
）、
そ
の
水
準
は
、
ピ
ー
ク
時
か
ら
す

る
と
大
き
く
見
劣
り
す
る
レ
ベ
ル
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
（
図
表
５
）。
加
え
て
、
労
務

単
価
は
あ
く
ま
で
公
共
工
事
の
予
定
価
格
を

積
算
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
た
め
、
労
務

単
価
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

引
き
上
げ
水
準
が
賃
金
の
上
昇
に
直
結
す
る

わ
け
で
は
な
い
。

　

中
小
建
設
業
の
な
か
に
は
、
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
後
の
建
設
市
場
の
一
段
の
冷
え
込

み
で
、
多
額
の
負
債
を
抱
え
込
ん
だ
企
業
も

少
な
く
な
い
。
こ
う
し
た
赤
字
企
業
は
現
在
、

過
去
の
借
金
を
返
済
し
て
い
る
最
中
で
あ
る

と
い
う
。こ
の
た
め
、返
済
の
見
通
し
が
立
っ

た
後
に
賃
金
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
る
可
能
性

も
高
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
総
合
建
設
業
社

は
み
て
い
た
。
労
務
単
価
の
引
き
上
げ
が
現

場
作
業
員
の
賃
金
に
反
映
す
る
に
は
あ
る
程

度
、
時
間
が
必
要
と
な
り
そ
う
だ
。

　

労
務
単
価
は
、
市
場
の
動
向
に
基
づ
く
も

の
で
あ
る
た
め
、
今
後
仮
に
建
設
需
要
が
縮

小
し
、
賃
金
水
準
の
減
少
が
引
き
起
こ
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
と
、
再
び
職
人
の
大
量
離
職

に
も
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。「
賃
金
が
上
が
っ

た
り
下
が
っ
た
り
す
る
の
は
困
る
と
い
う
の

が
、
多
く
の
企
業
の
率
直
な
声
。
技
能
者
の

賃
金
が
こ
れ
以
上
、
下
が
ら
な
い
よ
う
に
歯

止
め
を
か
け
る
政
策
が
求
め
ら
れ
る
」（
専
門

工
事
業
団
体
）
と
の
指
摘
は
重
要
で
あ
ろ
う
。

３
．
若
年
入
職
の
課
題

　

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
じ
て
、
大
工
、
と
び
、

型
枠
、
鉄
筋
、
内
外
装
な
ど
、
い
ず
れ
も
職

人
と
し
て
一
通
り
の
こ
と
が
こ
な
せ
る
一
人

前
に
な
る
に
は
、
五
年
か
ら
一
〇
年
は
か
か

る
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
現
場
で
の
た
た
き

上
げ
と
経
験
が
重
要
な
仕
事
だ
け
に
、
体
力

的
な
面
も
含
め
て
、
遅
く
と
も
二
〇
歳
代
の

う
ち
に
入
職
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
に

な
る
。
し
か
し
、
現
状
は
若
い
人
材
が
育
っ

て
こ
な
い
の
で
、
現
場
で
は
ベ
テ
ラ
ン
層
が
、

体
力
が
持
つ
限
り
働
き
続
け
る
構
造
と
な
っ

て
お
り
、
高
齢
化
が
一
層
進
ん
で
い
る
。
現

場
は
ベ
テ
ラ
ン
職
人
の
頑
張
り
で
な
ん
と
か

支
え
ら
れ
て
い
る
の
が
実
態
で
あ
る
。

（
１
）
賃
金
水
準
の
改
善

　

若
者
の
入
職
を
促
進
す
る
一
つ
の
大
き
な

ポ
イ
ン
ト
は
先
に
触
れ
た
賃
金
水
準
の
改
善

に
な
る
だ
ろ
う
。
バ
ブ
ル
崩
壊
以
前
、
高
卒

で
建
設
現
場
に
入
る
若
者
は
、
日
当
が
高

か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
同
世
代
の
賃
金
の
倍

近
く
に
の
ぼ
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ

が
今
で
は
、
日
当
と
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
の
ア
ル
バ
イ
ト
時
給
を
比
較
し
て
も
、
一

日
あ
た
り
の
手
取
り
が
そ
れ
程
変
わ
ら
な
い

水
準
ま
で
低
下
し
て
い
る
。

　

二
〇
一
三
年「
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査
」

結
果
か
ら
、
建
設
業
男
性
生
産
労
働
者
の
年

齢
階
級
別
賃
金
を
み
る
と
、
建
設
業
男
性
生

産
労
働
者
の
二
〇
～
二
四
歳
の
年
齢
階
級
別

賃
金
は
約
三
〇
五
万
円
で
、
全
産
業
男
性
労

働
者 

（
約
三
一
三
万
円
）
と
大
き
な
開
き
は

み
ら
れ
な
い
。
二
五
歳
以
上
で
は
、
年
齢
階

級
が
あ
が
る
に
つ
れ
、
賃
金
水
準
は
上
昇
す

る
も
の
の
、
全
産
業
よ
り
増
加
額
は
少
な
く
、

賃
金
格
差
が
拡
大
し
て
い
く
こ
と
が
わ
か
る

（
図
表
６
）。

　

入
職
し
て
も
、
働
き
盛
り
の
三
〇
代
、
四

〇
代
が
十
分
に
稼
げ
て
い
な
い
実
態
を
目
の

当
た
り
に
し
て
、
自
分
の
将
来
像
が
み
え
て

こ
な
い
こ
と
か
ら
、
現
場
を
去
る
若
者
も
少

な
く
な
い
。

　

こ
う
し
た
実
情
を
反
映
し
て
、
ヒ
ア
リ
ン

グ
で
は
「
建
設
業
は
屋
外
作
業
で
か
な
り
の

ハ
ー
ド
ワ
ー
ク
。
せ
め
て
同
世
代
の
一
・
五

倍
の
賃
金
は
必
要
」（
総
合
建
設
業
社
）、「
も

の
づ
く
り
は
面
白
く
、
や
り
が
い
の
あ
る
仕

事
だ
。
し
か
し
、
や
り
が
い
や
喜
び
だ
け
で
、

続
け
る
こ
と
は
難
し
い
。
生
活
で
き
る
賃
金

か
ど
う
か
が
、
仕
事
を
続
け
る
基
準
」（
専
門

工
事
業
団
体
）
と
の
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
。

若
年
入
職
を
促
進
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
賃

金
水
準
の
改
善
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

（
２
）
労
働
時
間
の
短
縮

　

第
二
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、
全
産
業
を

上
回
る
年
間
二
〇
〇
〇
時
間
を
超
え
る
長
時

図表５　公共工事設計労務単価　全国全職種平均値の推移

図表６　年齢階級別賃金（2013 年）
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間
労
働
の
改
善
が
必
要
に
な
る
。

　

建
設
業
の
年
間
総
実
労
働
時
間
数
に

つ
い
て
、
事
業
所
規
模
五
人
以
上
で
集

計
可
能
な
一
九
九
〇
年
以
降
の
推
移
を

み
る
と
（
図
表
７
）、
年
間
総
実
労
働

時
間
は
、
一
九
九
〇
年
代
の
前
半
は
緩

や
か
に
改
善
が
進
ん
だ
も
の
の
、
そ
れ

以
降
は
、
一
進
一
退
の
動
き
と
な
る
。

そ
し
て
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
二

〇
一
一
年
以
降
は
、
建
設
需
要
の
戻
り

も
あ
り
、
年
間
労
働
時
間
は
微
増
と
な

り
、
二
〇
一
三
年
で
み
る
と
、
建
設
業

の
年
間
総
実
労
働
時
間
は
二
〇
六
六
時

間
で
、
製
造
業
（
一
九
四
八
時
間
）
よ

り
一
一
八
時
間
、
調
査
産
業
計
（
一
七

四
六
時
間
）
よ
り
三
二
〇
時
間
長
く
、

依
然
と
し
て
長
時
間
労
働
は
解
消
し
て

い
な
い
。

　

産
業
の
特
性
と
し
て
、
建
設
業
は
受

注
産
業
で
、
基
本
的
に
工
期
ま
で
に
仕

事
の
完
了
が
求
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、

建
築
現
場
で
は
、
躯
体
・
設
備
・
内
装

な
ど
多
く
の
専
門
工
事
業
者
が
出
入
り

す
る
こ
と
か
ら
、
ひ
と
つ
の
工
程
が
遅

れ
る
と
、
次
の
作
業
に
影
響
が
生
じ
る
。

こ
う
し
た
受
注
産
業
と
し
て
の
構
造
的

な
課
題
も
あ
り
「
完
全
週
休
二
日
制
は

普
及
せ
ず
、
土
曜
日
も
現
場
が
動
い
て

い
る
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
」（
建
設
事
業

主
団
体
）
と
い
っ
た
現
状
は
な
か
な
か
改
善

さ
れ
て
い
な
い
。

　

厚
生
労
働
省
の
「
働
き
や
す
い
・
働
き
が

い
の
あ
る
職
場
づ
く
り
に
関
す
る
調
査
」（
二

〇
一
四
年
）
に
お
い
て
も
、
会
社
の
同
僚
が

辞
め
た
理
由
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
建
設
業
で

は
、「
賃
金
が
不
満
」（
四
六
・
七
％
）
に
次
い

で
、「
労
働
時
間
が
長
い
」（
二
六
・
六
％
）、「
肉

体
的
、
精
神
的
に
健
康
を
損
ね
た
た
め
」（
二

三
・
〇
％
）
な
ど
が
多
く
、
建
設
業
を
離
職

し
た
理
由
と
し
て
、「
労
働
時
間
が
長
い
」
こ

と
を
指
摘
す
る
割
合
が
少
な
く
な
い
。

　

受
注
・
請
負
と
い
う
産
業
特
性
を
踏
ま
え

る
と
、
発
注
者
側
が
ま
ず
、
土
曜
閉
所
を
組

み
込
ん
だ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
発
注
す
る
と
と

も
に
、
元
請
の
現
場
監
督
は
下
請
作
業
員
に

対
し
土
曜
閉
所
を
含
め
た
適
切
な
工
期
を
設

定
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。

（
３
） 

社
会
保
険
の
加
入
促
進

　

第
三
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
年
金
・
医
療

な
ど
の
社
会
保
険
の
加
入
促
進
が
重
要
に
な

る
。
若
者
が
建
設
業
に
関
心
を
も
っ
て
入
職

し
よ
う
と
し
て
も
、
社
会
保
険
未
加
入
の
事

業
所
の
場
合
、
親
や
家
族
が
反
対
す
る
ケ
ー

ス
が
散
見
さ
れ
る
と
の
意
見
が
複
数
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
先
か
ら
出
さ
れ
た
。
本
人
は
気
に
し

な
く
て
も
、
親
が
、
子
供
の
将
来
を
心
配
し

て
、
強
く
反
対
す
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

工
業
高
校
や
専
門
学
校
も
社
会
保
険
に
加
入

し
て
い
な
い
企
業
を
生
徒
に
推
薦
し
な
い
こ

と
が
あ
る
と
い
う
。
社
会
保
険
加
入
は
入
職

促
進
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
い
え
る
が
、「
事

業
主
分
を
負
担
す
る
位
な
ら
、
廃
業
し
た
ほ

う
が
い
い
」（
専
門
工
事
業
団
体
）
と
言
い
切

る
と
こ
ろ
も
あ
る
と
い
う
。
国
交
省
は
二
〇

一
三
年
度
か
ら
、
法
定
福
利
費
な
ど
事
業
主

負
担
分
を
盛
り
込
ん
だ
公
共
工
事
設
計
労
務

単
価
を
参
考
値
と
し
て
併
記
す
る
と
と
も
に
、

二
〇
一
四
年
度
は
国
の
直
轄
工
事
に
社
会
保

険
加
入
を
要
件（
４
）
と
す
る
な
ど
、
社
会
保

険
加
入
を
促
す
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　

各
専
門
工
事
業
団
体
に
お
い
て
も
、
社
会

保
険
加
入
に
向
け
、
法
定
福
利
費
の
内
訳
を

示
す
「
標
準
見
積
書
」
の
モ
デ
ル
を
作
成
し
、

そ
の
普
及
に
努
め
て
い
る
。

 

（
４
）
積
極
的
な
外
部
へ
の
情
報
発
信

　

こ
う
し
た
、
賃
金
・
労
働
時
間
の
改
善
や

社
会
保
険
の
加
入
促
進
の
ほ
か
、
も
の
づ
く

り
技
能
の
社
会
的
評
価
を
高
め
る
な
ど
、
建

設
業
の
魅
力
向
上
と
、
そ
の
発
信
が
求
め
ら

れ
る
と
い
え
る
。

　

一
般
的
に
建
設
業
は
外
部
へ
の
情
報
発
信

が
積
極
的
で
は
な
い
と
も
い
わ
れ
る
。
現
場

は
フ
ェ
ン
ス
で
囲
ま
れ
、
日
常
的
に
も
仕
事

の
様
子
を
外
部
か
ら
垣
間
み
る
こ
と
は
難
し

い
。
認
定
職
業
訓
練
校
は
、「
建
設
業
の
魅
力

あ
る
部
分
を
発
信
し
、
生
徒
に
そ
の
姿
を
み

て
も
ら
う
こ
と
で
、
建
設
業
へ
の
関
心
が
高

ま
り
、
入
職
に
も
つ
な
が
る
」
と
指
摘
し
て

い
る
。
ま
た
別
の
認
定
職
業
訓
練
校
か
ら
は
、

「
日
本
の
も
の
づ
く
り
技
能
は
す
ば
ら
し
い

も
の
だ
が
、
十
分
に
評
価
さ
れ
て
い
な
い
面

も
あ
る
。
３
Ｋ
に
加
え
、
社
会
か
ら
尊
敬
さ

れ
な
い
よ
う
で
は
、
若
者
は
入
職
し
な
い
。

ド
イ
ツ
の
よ
う
に
、
職
人
、
マ
イ
ス
タ
ー
は

す
ば
ら
し
い
と
い
う
社
会
的
評
価
が
必
要
。

技
能
立
国
を
軸
に
、
技
能
の
す
ば
ら
し
さ
を

内
外
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
こ
と
が
若
者
の
入
職

に
つ
な
が
る
」
と
指
摘
す
る
。
建
設
産
業
専

門
団
体
連
合
会
（
建
専
連
）
は
、
生
徒
に
加

え
、
教
職
員
や
保
護
者
向
け
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
、
内
外
へ
の
情
報
発

信
に
も
力
を
入
れ
つ
つ
あ
る
。
専
門
工
事
業

団
体
も
、
工
業
高
校
や
建
設
専
門
学
校
な
ど

で
、「
出
前
講
座
」
を
開
催
し
、
生
徒
や
教
職

員
へ
の
職
業
理
解
を
深
め
る
た
め
の
働
き
か

け
を
行
っ
て
い
る
。

　

３
Ｋ
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
現
場
だ
け
に
、

建
設
産
業
の
魅
力
や
実
情
と
い
っ
た
情
報
を

広
く
発
信
す
る
こ
と
に
加
え
、
全
産
業
平
均

か
ら
み
て
も
賃
金
の
低
さ
、
労
働
時
間
の
長

さ
が
顕
著
な
だ
け
に
、
若
年
入
職
の
促
進
に

向
け
、
官
民
が
連
携
し
、
業
界
あ
げ
て
の
処

遇
改
善
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

４
．�

有
効
な
集
合
研
修�

―
―
災
害
対
応
に
も
求
め
ら
れ
る

人
材
の
育
成

　

現
場
の
人
手
不
足
感
が
強
ま
る
な
か
、
大

林
組
が
二
〇
一
四
年
春
、訓
練
校
を
開
設（
埼

玉
県
八
潮
市
）
し
、
協
力
会
社
に
直
接
雇
用

さ
れ
る
入
社
二
年
目
か
ら
五
年
目
の
若
手
社

図表７　年間労働時間の推移（1990 年～ 2013 年）
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員
を
対
象
に
、
と
び
、
型
枠
、
鉄
筋
の
コ
ー

ス
を
開
設
し
た
こ
と
が
報
道
さ
れ
た
。
大
手

ゼ
ネ
コ
ン
が
協
力
会
社
の
人
材
育
成
に
本
腰

を
入
れ
始
め
る
動
き
は
あ
る
も
の
の
、
圧
倒

的
多
数
を
占
め
る
中
小
零
細
建
設
業
に
お
け

る
人
材
育
成
は
人
手
不
足
の
影
響
も
あ
り
、

現
場
で
十
分
な
教
育
訓
練
の
機
会
を
提
供
で

き
な
い
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
も
抱
え
て
い
る
。

実
際
、
中
小
の
現
場
で
は
、
人
手
不
足
で
工

期
が
迫
り
、
若
手
に
じ
っ
く
り
と
教
え
る
余

裕
は
な
い
と
の
声
が
多
い
。
若
者
が
入
職
し

た
と
し
て
も
、
基
礎
か
ら
丁
寧
に
指
導
・
訓

練
で
き
る
体
制
が
整
っ
て
い
な
い
の
が
実
情

だ
ろ
う
。
昔
気
質
の
職
人
な
ら
「
背
中
を
み

て
覚
え
ろ
」
と
な
る
が
、
そ
れ
に
戸
惑
う
若

者
も
少
な
く
な
い
。

　

そ
の
た
め
、
入
職
し
た
若
者
と
し
て
も
、

い
き
な
り
現
場
に
放
り
出
さ
れ
る
よ
り
、
一

定
の
期
間
、
同
世
代
が
集
ま
り
基
礎
的
な
技

能
を
身
に
つ
け
る
集
合
訓
練
が
有
効
で
あ
る

と
い
う
指
摘
が
複
数
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
先
か
ら

出
て
い
る
。
現
場
で
の
仕
事
の
前
に
研
修
機

関
を
挟
む
こ
と
で
、
親
と
し
て
も
安
心
し
て

子
供
を
建
設
業
に
送
り
出
す
こ
と
が
で
き
る

副
次
的
な
効
果
も
期
待
で
き
る
と
い
う
。

　

と
は
い
え
、
す
べ
て
の
地
域
に
こ
う
し
た

訓
練
施
設
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
国
交
省

関
連
団
体
の
建
設
業
振
興
基
金
が
管
理
す
る

富
士
教
育
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
静
岡
県
富
士
宮

市
）、
認
定
職
業
訓
練
校
の
三
田
建
設
技
能

研
修
セ
ン
タ
ー
（
兵
庫
県
三
田
市
）
な
ど
は

技
能
者
育
成
メ
ニ
ュ
ー
が
充
実
し
て
い
る
が
、

受
講
の
チ
ャ
ン
ス
は
限
ら
れ
て
い
る
の
が
現

状
だ
。
こ
う
し
た
実
情
を
踏
ま
え
て
、
集
合

研
修
で
実
績
を
積
ん
で
き
た
認
定
職
業
訓
練

校
で
は
、
地
域
密
着
型
の
人
材
育
成
機
関
を

全
国
展
開
す
る
に
は
、
地
域
の
建
設
業
を

リ
ー
ド
す
る
会
社
が
一
社
あ
れ
ば
十
分
可
能

と
指
摘
す
る
。

　

実
際
、
新
規
入
職
者
向
け
の
集
合
訓
練
の

場
を
設
け
る
こ
と
で
、
職
場
定
着
に
も
つ
な

が
る
事
例
が
み
ら
れ
た
。
企
業
が
多
少
の
身

銭
を
切
り
な
が
ら
も
、
地
域
の
建
設
業
を
支

え
て
い
け
ば
、
そ
れ
に
賛
同
す
る
企
業
が
広

が
り
を
み
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
み
て
い
る
。

身
近
な
地
域
に
集
合
訓
練
の
機
関
が
あ
れ
ば
、

中
小
建
設
業
の
技
能
継
承
と
人
材
育
成
に
資

す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
工
業
高
校
で
の
出
前
授
業
な
ど
も

人
手
不
足
感
の
強
い
型
枠
や
鉄
筋
な
ど
の
専

門
工
事
業
へ
の
入
職
促
進
に
貢
献
し
て
い
る

事
例
が
み
ら
れ
る
。

　

建
設
労
働
者
は
、
老
朽
化
の
進
む
イ
ン
フ

ラ
の
維
持
管
理
・
補
修
、
さ
ら
に
将
来
起
こ

り
う
る
大
規
模
災
害
後
の
復
旧
・
復
興
要
員

と
し
て
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
人
材
と
な
る
。
公

共
職
業
訓
練
校
で
新
た
に
型
枠
・
鉄
筋
の
養

成
コ
ー
ス
を
設
置
し
た
背
景
に
、
こ
の
災
害

対
応
の
要
員
確
保
が
あ
っ
た
。

５
．
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
明
確
化
を

　

そ
の
ほ
か
、
建
設
人
材
の
育
成
に
向
け
、

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
明
確
化
す
る
必
要
性
も
指

摘
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
公
共
工
事
設
計
労
務

単
価
は
現
在
、
型
枠
や
鉄
筋
な
ど
職
種
ご
と

に
、
単
価
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
キ
ャ
リ
ア

の
伸
長
な
ど
を
前
提
に
し
て
い
る
も
の
で
は

な
い
。
こ
う
し
た
な
か
、
年
齢
や
資
格
に
応

じ
た
処
遇
体
系
を
整
備
す
る
に
は
、
た
と
え

ば
、
高
校
を
卒
業
し
て
、
実
務
経
験
を
三
年

積
ん
だ
後
、
二
級
技
能
士
を
取
得
し
、
五
年

後
に
は
一
級
技
能
士
、
一
〇
年
後
は
登
録
基

幹
技
能
者
を
取
得
す
る
な
ど
の
キ
ャ
リ
ア
プ

ラ
ン
を
明
確
に
し
て
、
そ
れ
に
対
応
す
る
単

価
を
示
せ
れ
ば
、
年
齢
や
資
格
に
応
じ
た
年

収
カ
ー
ブ
を
描
く
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
。

　

認
定
職
業
訓
練
の
実
質
的
な
受
け
皿
と

な
っ
て
い
る
東
京
と
広
島
の
建
設
会
社
は
こ

う
し
た
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
、
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン

を
明
確
に
し
て
い
る
。
建
設
業
を
め
ざ
す
若

者
に
、
こ
う
し
た
資
格
と
処
遇
が
リ
ン
ク
し

た
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
明
示
す
る
な
ど
、
キ
ャ

リ
ア
展
望
を
示
す
こ
と
が
将
来
を
担
う
人
材

の
確
保
・
育
成
に
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
。

［
注
］

１　

当
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジw

w
w

.jil.go.jp/institute/

siryo/2015/149.htm
l

で
、
報
告
書
の
全
文
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
は
二
〇
一
三 

年
一
二 

月
か
ら
一
四
年
八
月
に
か
け
て
実
施
し
、
①
建
設
労
働

者
の
過
不
足
状
況
、
②
建
設
投
資
の
見
通
し
、
③
労
働

者
の
賃
金
の
状
況
、
④
建
設
労
働
者
の
不
足
に
よ
る
影

響
、
⑤
若
年
者
の
確
保
、
育
成
―
―
な
ど
を
聞
い
た
。

そ
の
ほ
か
、
今
後
の
求
め
ら
れ
る
建
設
労
働
市
場
の
あ

り
方
や
対
策
な
ど
に
つ
い
て
も
意
見
を
求
め
た
。

２　
「
建
設
技
能
労
働
者
の
人
材
確
保
・
育
成
に
関
す
る

提
言
」（
二
〇
一
四
年
四
月
一
八 

日
）。

３　

 

建
設
政
策
研
究
所
『
韓
国
建
設
産
業
の
変
革
へ
の

取
り
組
み
―
調
査
報
告
』（
二
〇
〇
九
年
）。

４　

国
交
省
は
二
〇
一
四
年
八
月
以
降
、
直
轄
工
事
に
お

い
て
、
す
べ
て
の
元
請
業
者
及
び
下
請
金
額
の
総
額
が

三
〇
〇
〇
万
円
以
上
の
工
事
に
お
け
る
一
次
下
請
業
者

は
、
社
会
保
険
加
入
事
業
者
に
限
定
し
て
い
る
。


